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研究内容 

 ウイルスは、人に様々な疾病を引き起こします。毎年流行する季節性インフルエンザや COVID-19 等の呼吸器感

染症の原因となるだけでなく、リンパ腫、消化器癌等の悪性腫瘍や、免疫不全の原因にもなります。 

当研究室では、人に病原性を有するウイルスを対象とし、ウイルス増殖メカニズムや発症メカニズムについて分子レベ

ルで解明する研究を行っています。さらに、そこで得られた知見を基盤として、ウイルス感染症治療薬やワクチンの開

発研究を進めています。 

[現在進めているテーマ] 

1) COVID-19 の重症化メカニズムの解明と SARS-CoV-2 増殖阻害薬の開発 

2) インフルエンザウイルス増殖機構の解明と増殖阻害剤の開発 

3) COVID-19 ワクチン及びインフルエンザワクチンの開発に関する研究 
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